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内容の要旨及び審査の結果の要旨
糸球体腎炎の発症・進展過程にはケモカインと呼ばれる白血球走化性サイトカインが重要であることが明らか
になりつつある．本研究では，ｃｃケモカインの、acmPhageinnammatolyprotein-1u（以下lvnP-1q）お
よびregulateduponactivationmnorrnalTcellseDqqressedandsecreted(以下RANIES)に対する受容体で
あるCCR１，ＣＣＲ５に着目し、糸球体腎炎発症・進展にはたすCCR１，CCR５陽性細胞ならびにそのリガン
ドの意義について検討した．
研究方法：腎生検にて診断した各種糸球体疾患38例（男性21例，女性１７例，年齢１６歳～82歳平均45.4
歳，ＩｇＡ腎症１２例，ループス腎炎１２例，好中球細胞質抗体関連腎炎７例，クリオグロブリン腎症２例，微少
変化型ネフローゼ症候群５例）および正常対照２１例を対象とした．腎生検組織を用いてＣＣＲ１およびCCR５
陽性細胞数を免疫組織染色にて検討し，尿中ケモカインはＥｕＳＡ法で測定した．加えて各種病理学的指標との
相関を検討した．
研究成績：ＣＣｍおよびCCR５陽性細胞は糸球体腎炎の糸球体，問質いずれにも存在し，ＣＤ３陽性リンパ球
またはＣＤ６８陽性マクロファージであると確認された．糸球体におけるＣＣＲ１およびCCR５陽性細胞数はとも
に半月体形成率５０%以上の群において尿中lvnP-1q値と，間質におけるＣＣＲ１およびCCR５陽性細胞数は半月
体形成率１０%以下の群において尿中ＲＡＮＩＥＳ値と正の相関を示した．さらに，病理学的にはCCR５陽M細胞
数は治療前の管外性病変および問質の病理学的所見と正の相関を示した．糸球体におけるCCR５陽１ft細胞はス
テロイド治療により全例陰性となり，間質のCCR５陽性細胞も治療後有意に減少した．一方，糸球体における
CcR1陽|生細胞はステロイド治療後に全例陰|生となったが,問質のｃｃ、陽|生細胞は治療後も持続して存在し，
問質の病理学的所見と正の相関を示した．
以上より，ＣＣケモカインであるＭＰ－１ｄまたはＲＡＮＩＥＳはその受容体であるＣＣＲ１およびCCR５陽|生細
胞を介して糸球体および間質病変の発症・進展に関与している可能性が示された．これらの知見はヒト糸球体腎
炎の発症・進展機序の解明という点においてきわめて重要な事実を示唆しており腎臓病学に資するところが大き
いものと評価された．
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